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愛知県高等学校体育連盟　・　愛知陸上競技協会名古屋地区

3

平成３０年７月２４日（火）・２５日（水）

4

パロマ瑞穂スタジアム　（名古屋市瑞穂区山下通５－１）

5 参加制限

① 学年による制限

但し、リレー種目はこの限りではない。

但し、リレー種目はこの限りではない。

② 各種目における制限

１年生・２年生の双方から出場可能

6 　開催種目
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　愛知県高等学校陸上競技者の競技力向上と相互の友愛親睦を図るとともに、健康で明るい文化的な生活を目指
し、明朗健全な強度社会を建設すべく、心身ともに強健な高校生の育成に寄与する。

各校人数制限なし
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平成３０年度　愛知県高等学校名古屋南北学年別陸上競技大会

　「１年生の部」「ジュニアの部」を含め一人２種目。

　「ジュニアの部」から一人１種目。
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7 インターハイ出場者の参加について

① 　出場者の学年による取り扱いは以下のとおりとする。

② ①の原則を踏まえつつ、以下の種目についての取り扱いについては、このとおりとする。

・４×１００ｍリレーに関する取り扱い

・

・４×４００ｍリレーに関する取り扱い

・ 本競技会において開催種目がないので、代替措置として、任意の個人種目１種目に出場することを認める。

・男子１１０ｍＨに関する取り扱い

・ 本競技会には106.7ｃｍ/9.14ｍの規格の競技がないため、別レースを実施することとする。

・女子１００ｍＨに関する取り扱い

・ 本競技会には83.8cm/8.5mの規格の競技がないため、別レースを実施することとする。

・混成競技に関する取り扱い

・ 男子八種競技に出場する者は、最大で個人種目８種目に出場することができる。

・ 女子七種競技に出場する者は、最大で個人種目７種目に出場することができる。

8 表 彰

１年生の部：６位までに賞状を授与する。

ジュニアの部：６位までに賞状を授与する。

9 競技分担金

１名７００円

10 申込場所

・ 名古屋北支部

〒４５１－８５６１　名古屋市西区天神山町４－７

　愛知県立名古屋西高等学校　後藤賢二

・ 名古屋南支部

〒４６８－０００６　名古屋市天白区植田東一丁目６０１番地

　愛知県立天白高等学校　安田純久

11 申込方法

高体連陸上競技部ホームページから提出書式をダウンロードし、記載の方法によって申し込む。

12 申込期日

平成３０年６月２７日（水）厳守　(メール送信は６月２６日（火）締切）

当該校に対し、ジュニア競技会にオープン参加する権利を与える。学年別選手権当日にリレー出場をしない選
手は、個人種目１種目の参加を認める。

１年生

２年生

３年生 　インターハイ出場種目数分のみ、ジュニア記録会への参加を認める。

　通常のジュニアの部の種目数（一人１種目）の参加を原則とする。
　但し、全国高校総体出場種目が１種目を越える場合に限り、その超過分を追加して任意の種目へ出場
することを認める。

　全国高校総体出場者に対して、有効な準備の機会を与えるため、以下のとおり参加の取り扱いを行う。なお、申込書式
については、ホームページ掲載のものを参照すること。

　通常の１年生の部の種目数（一人２種目）の参加を原則とする。
　但し、全国高校総体の出場種目が２種目を越える場合に限り、その超過分を追加して任意の種目へ出
場することを認める。その際にも「６　参加制限」における「各種目における制限」の範囲を守ること。


